
北海道旭川永嶺高等学校

第３年次 年次通信

第１６号 令和２年 ７月２２日（水）

永嶺高校夏の陣
長い７月も来週で終わり、８月１日から

夏休みが始まります。と言っても、今年の

夏は遊んでいるわけにはいきません。すで

に始まっている直前講習に続き、１日から

すぐ夏期講習が始まるからです。戦いの火

蓋はすでに切って落とされました。「夏を制する者は受験を制す」の言葉通り、受

験はこの夏をどう過ごすかにかかっています。自分の時間をすべて「勉強」に使いましょう。「勉強」

以外に必要な最低限度の睡眠、食事など以外はすべて「勉強」に。それができればきっと合格できる！

８／１（土） ８／２（日） ８／３（月） ８／４（火） ８／５（水）

１校時 物基、生基 世史、日史、地理 数Ⅲ、倫理 物理、生物 物基、生基

２校時 英読、看現 現 文 ⅠＡ、看数 現 文 Ⅰ Ａ

３校時 リス、看数 古 典 ⅡＢ、看現 古 典 ⅡＢ、看現

４校時 化学、看デ 英読、看数 化学、看デ 英読、看数 化学、看デ

５校時 政経、数Ⅲ、看英 リ ス 物理、生物 リ ス 現文、看英

看英

６校時 倫 理 化基、地基 物基、生基 化基、地基 古 典

８／７（金） ８／８（土） ８／９（日） ８／１０（月） ８／１１（火）

１校時 世史、日史、地理 物基、生基 Ⅰ Ａ 物基、生基 世史、日史、地理

２校時 現 文 ⅡＢ、看デ 現 文 ⅡＢ、看デ 物理、生物

３校時 古 典 数Ⅲ、看英 古 典 数Ⅲ、看英 Ⅰ Ａ

４校時 英 読 Ⅰ Ａ 世史、日史 ⅠＡ、看数 英 読

地理

５校時 リ ス 物理、生物 生 物 物理、生物 リ ス

６校時 化基、地基 化 基 化基、地基 化 学

３年次の目標

１ 進路実現を図る。

２ 最高年次としての自覚を持つ。

３ 集団として学び、高め合う。



「永嶺祭ウィーク」～中庭イベント開催

７月２７日（月） テーマソングバンド

２８日（火） 吹奏楽局、小児がん患者支援公演 ※レモネード販売

２９日（水） ダンス同好会

３０日（木） 予備日

３１日（金） テーマソングバンド

今年でき

なかった「幻

の学校祭」、

来週の昼休

み、少しだ

け学祭気分

☆夏休み明けの週末課題☆ を味わって下さい。テーマソングＣＤも完成しま

した。曲名は「溢れた夏」、とても良い歌です♪

☆来週の行事と時間割☆

行 事 等 ★時間割をメモしよう
日 曜 ①②は、１校時２校時を表します。 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

２５ 土 ※夏休み直前講習

２６ 日

２７ 月 ①～⑤授業、⑥ＬＨＲ（保健講座） ６時間 保
※夏休み直前講習 日 課 健

２８ 火 ①～⑦授業 ７時間
日 課

２９ 水 ①～⑥授業 ６時間
※夏休み直前講習 日 課

３０ 木 ①～６授業、⑦ＬＨＲ（ＱＵ検査） ７時間 ＬＨ

日 課 Ｒ

３１ 金 ①～④授業、⑤⑥大掃除、夏季休業前全校 ６時間 大掃除

集会、ＬＨＲ ※夏休み直前講習 日 課 集会、ＨＲ

１ 土 夏期講習

２ 日 夏期講習

テーマソングバンドの名前は「旭（あきら）１００％」、メンバーは新谷旭（ヴォーカ

ル）、千葉瑞生（ギター）、千代窪奎人（ギター）、佐々木亮（ベース）、菊地太一（ド

ラム）、石森千愛（キーボード）です。みんなで応援してあげましょう。（文責森静）

中庭イベント楽しみ！天気が

良いといいけど。中庭に入れ

る人数は限られているから、

廊下や教室から応援してあげ

よう。ＣＤも買ってね。（レイ）

国 語：「プログレス現代文 発展編」

１３ 随想「わたしはなぜ旅に出

るか」四方田犬彦

１４ 評論「中世的世界とは何だ

ろうか」網野善彦

※提出は来月８月１７（月）です。

夢をかなえる言葉

事を成し遂げる秘訣は、ただ一つの事に集中することにある。

エイブラハム・リンカーン （米国の第 16代大統領 / 1809～ 1865）



あなたにできること、あるいはできると夢見ていることがあれば、今すぐ始めなさい。向こう見ずは天

才であり、力であり、魔法です。

Whatever you can do, or dream you can, begin it. Boldness has genius, power, and magic in it.

ゲーテ （ドイツの詩人、小説家、劇作家 / 1749～ 1832）

自分の夢に向かって確信を持って歩み、自分が思い描く人生を送ろうと努めるならば、きっと思いが

けない成功にめぐり合うだろう。

If one advances confidently in the direction of his dreams, and endeavors to live the life which he has
imagined, he will meet with a success unexpected in common hours.

ソロー （米国の作家、詩人、思想家 / 1817～ 1862）


